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1. はじめに 

一般社団法人土壌環境センター（以下、センターという）では、平成 26 年度～29 年度にかけて土壌汚染対

策法（以下、土対法という）の適用を受けない汚染土壌・岩石を対象とし、適正な管理の下での処理や再生利

用のあり方について考え方を検討した 1)～3)。その成果を受けて、平成 30 年度は「自然由来重金属等含有土

壌・岩石の適正な利用に関する検討部会」（以下、本部会という）を立ち上げ、さらに、土対法の適用を受け

ない汚染土壌は自然由来重金属等を含有するものに対象を絞った上で、岩石と併せて適正な管理の下での利用

（以下、適正利用という）に関して 2 年間の計画で検討を実施している。 

平成 29 年度以前の活動では、自然由来重金属等を含有する土壌・岩石の対策を行った事例の文献調査なら

びに参考となるマニュアル類（副産物等を対象としたものも含む）の収集・整理・分析を行い、それらの結果

を基に自然由来重金属等含有土壌・岩石を利用する場所と、利用する際の管理項目を表形式で整理した「利用

×管理マトリックス表」（以下、マトリックス表という）の素案を作成した。また、それらを踏まえ、自然

由来重金属等含有土壌・岩石の適正利用のあり方をイメージ化するためシナリオを仮定したケーススタディを

行い、課題点や改善点を抽出した。 

本部会においては、平成 29 年 5 月 19 日に公布された改正土対法を踏まえ、平成 29 年度以前の活動成果も

含めて、自然由来重金属等含有土壌・岩石の適正な管理の下での有効利用を推進するため、手引き的な形で利

用方法を取りまとめることを目標として活動している。平成 30 年度はその初年度として、自然由来重金属等

含有土壌・岩石の適正利用を支援するためのツールについて新たに検討を行ったので、ここに紹介する。 

 

2．適正利用支援ツールとは 

 法の適用対象外となる土壌・岩石の適正利用を推進するための

方策として、平成 29 年度以前の活動では、収集文献や事例から

得られた知見を参照しやすい資料にまとめることが有効と考え、

利用×管理マトリックス表を作成した。また、発生源と利用先の

状況をリスクレベル評価表としてまとめ、それらを用いてケース

スタディを行うことで、適正利用方法を示すことを試みた 1)～3)。 

本部会では、これらの既往成果をブラッシュアップあるいは再

整理して適正利用を検討する際の参考図表を作成し、適正利用の

流れを示すケーススタディ様式、さらに検討方法例としてケース

スタディ実施例を含めた適正利用支援ツールを作成することとし

ている（図-1）。今回はその前段階として、図中に示した図表や

フロー及びチェックリストの検討を行ったものである。以降に、

これらの詳細について述べる。 

 

3. 利用×管理マトリックス表のブラッシュアップ 

3.1 利用×管理マトリックス表の内容とその課題 

利用×管理マトリックス表とは、自然由来重金属等含有土壌・岩石の適正利用を推進するため、考えられ 
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図-1 適正利用支援ツールの位置づけ 



る利用先および利用時の管

理項目・管理方法について

収集事例（マニュアル・指

針・ガイドライン）や文献

（公表された実現場の事例

等）を基に整理し、これら

の知見を表形式にしたもの

である（表-1）。 

表の縦軸には「管理（利

用時の管理項目・管理方

法）」、横軸には「利用

（考えられる利用先）」を

示し、自然由来重金属等含

有土壌・岩石の適正利用を

行おうとする際に、利用先

と管理項目に応じて既往の

知見を容易に引用できるよ

うとりまとめた。 

しかし、このマトリック

ス表の記載事項は、基本的

に公表されている各種マニ

ュアルや事例から抽出した内容であるため、それらの文献等に記載がない事項は自ずと空欄となってしまい、

適正利用支援としての機能が十分とは言えない。このため、空欄を埋める、すなわち適正利用に関して既往事

例等にない提言的な内容を記載する必要がある。また、マトリックス表は最終的に 12 の利用場所と 31 の管理

項目にわたる膨大なものとなり、実務的に参照することが困難な規模になってしまっていたことから、より使

いやすい形式を検討することも必要と考えた。 

 

3.2 マトリックス表の改善 

前述の課題を踏まえ、マトリックス表の空欄に記載を追加する作業を行った。その際、全ての空欄を埋め

るのではなく、想定された利用先のうち「鉄道盛土」「空港盛土」等、特定の事業者による大規模事業に限定

されて多様な場面での活用が見込まれないものは除外し、より活用の可能性が高い利用先を対象に記載作業を

行った。 

空欄の記載時の区分は、以下の通りである。 

①収集文献・マニュアル等の事例がある場合：【文献番号】 

②収集文献・マニュアル等の拡大解釈：【文献番号（引用）】 

③ケーススタディの試行及び土壌汚染対策法の改正による新たな提案：【提案】 

このうち③の【提案】については、学識者の意見を参考に、より“自然由来重金属等含有土壌・岩石の適正

な利用”における方策となりうる、ケーススタディによる試行を増やしていくこととした。表-2 に、これらの

記載例のうち、河川築堤での適正利用を想定した場合の、利用方法に関する事項についての記載例を示す。 

 

表-2 利用×管理マトリックス表の空欄に対する追記例 

 

溶出経路
河川系

河川築堤
■粘性土などによる被覆・浸透防止：岩石・土壌の盛土表面を覆土、敷土で被覆する。
■転圧による浸透性の低下：雨水浸透低減を目的として、岩石・土壌盛土時に十分転圧
 し、盛土の透水係数を所定の値以下に低下、または粘性土などを混合させることで透水係
 数を低下させる。【試A-002（引用）】
■酸性水が求められる基準を超過する場合はpH調整のための対策が必要。【提案】
■堤体の構造面から透水係数に応じて配慮する必要があり、表法面では低い透水性が、裏
　法面には高い透水性がそれぞれ必要となる。【マE-002(引用)】
■材料の性状と利用用途に応じて「直接利用」、「性状を改良して利用」等、種々の利用
　方法がある。技術標準等を参考に、土質改良等の必要性を検討する。【マD-001(引用)】
■土壌溶出量が港湾用途溶出量基準に適合する場合は無対策。【提案】

　　　　　　　　　　　　　　　　利用が考えられる場所

管理項目

7 ④
利用方法

7-2 基準不適合土壌の利用方法（封じ込め・不溶化
　　等）

7-3 搬出先（場内利用含む）の利用方法

表-1 利用×管理マトリックス表の内容 1) 

注）「マ**-**-**」「試*-***」は出典となる収集文献の整理番号を示す。 



4. 対策図集の作成 

適正利用に際しては、マトリックス表だけではなく、利用方法のイメージを明らかにすることで利用の支

援に資するものと考え、対策手法のカタログ的な役割を持つ整理資料として、収集文献・マニュアル等から対

策図の抽出を行い、対策図集として取りまとめた（図-2）。なお、これらの対策図の中には、個別のサイト特

有の条件下でのみ採用され得た手法もある。このため、今後、対策図集の精査を行い、前述のような対策図に

ついては、誤った使い方がなされないよう注釈を加える等の配慮が必要と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）「GH**-**-**」「試*-***」は出典となる収集文献の整理番号を示す。 

図-2  対策図の抽出例 

 

5. 適正利用の可能性を検討するためのフローチャート（案）及びチェックリスト（案）の作成 

5.1 適正利用検討に際しての課題 

平成 29 年度以前の活動では、健康影響（特に地下水の飲用有無）・立地条件（利用先のバックグラウンド

や曝露可能性等）・水利用・ステークホルダー（土地利用形態や住民の事業理解度等）等を総合的に勘案して

「リスクレベル評価表」、「土地利用・水利用形態を考慮した保全対象ごとのリスクレベル区分表」を整理し

た 3)。これらは、自然由来重金属等含有土壌・岩石を適正利用する上での対応方法の軽重を直感的に判断する

目的で作成されたものであるが、一般的にリスクとして論ぜられる「有害性」×「曝露量」9)としての項目以

外に社会的な阻害要因まで含めて示したことから、種々の定義における「リスク」が混在するものとなってお

り、再整理の必要が生じた。 

このため、適正利用に際しての対応（対策）方法の選定に際して、既往のリスクレベル評価表に変えてフ

ローチャートとチェックリストを組み合わせた方法について検討した。 

5.2 適正利用の可能性を検討するためのフローチャート（案） 

法の適用を受けない“自然由来重金属等含有土壌・岩石”を適正かつ合理的に利用する際には、発生源濃度と

利用先・保全対象のリスクレベルやステークホルダー等の現場条件に応じて対応策を検討する必要がある。 

このため、自然由来重金属等含有土壌・岩石が有する物理・化学的特性と利用先の周辺環境等の条件か

ら、適正利用の可能性や利用方法（対策メニュー）を選定しやすいよう、適正利用の可能性を検討するための

フローチャート（案）を作成した（図-3）。 

同図に示す通り、本フローチャート（案）においては、自然由来重金属等土壌・岩石について溶出量試験

（岩石の場合は 2mm 以下に粉砕して評価）の結果が法の汚染状態に関する基準に適合しないもののうち、溶

出濃度が自然的原因で超過するレベルと言われる土壌溶出量基準の 10 倍以内の場合に、モニタリングを行い

ながら無対策での利用（いわゆる適正利用）が可能か否かを判断する流れとなっている。このうち、「利用



先・保全対象において適正利用は可能か」については、利用先のバックグラウンドや保全対象となる地下水や

河川水等の状況を踏まえて判断する必要があることから、後述のチェックリスト形式で判断するものとした。 

 

 

図-3  適正利用の可能性を検討するためのフローチャート（案） 

 

5.3 適正利用の可能性を検討するためのチェックリスト（案） 

上述のフローチャート（案）と併せて、適正利用に際して留意すべき事項や課題等を評価するためのチェ

ックリスト（案）を整理し、本部会のとりまとめ成果が、より多くの現場で活用してもらうことを目指した。 

具体的には、図-3 のフローチャート（案）における「利用先・保全対象において適正利用は可能か」を判

断するため、以下の事項について検討すべき項目を列挙した。これらの個別の検討項目の内容は、表-3 に示

すとおりである。 

・利用先のバックグラウンド（土地の利用用途、土壌の汚染に関わる土地履歴、法規制等、地形・地質・

被災履歴等） 

・保全対象（地下水利用、河川水利用、河川環境、水生生物等、その他） 

・対策・モニタリング 

・ステークホルダー 

本チェックリスト（案）について、チェックが入った（記載事項に該当した）項目から適正利用が可能か

どうかを総合的に検討し、図-3 のフローチャート（案）において無対策で利用が可能か、あるいは対策が必

要かを判断する。 

今後は、それぞれの検討項目について、チェックが入った場合適正利用が可能となる事項と避けたほうが

よい事項に分け、必要に応じ重みづけ等を行い、チェック数の集計等により簡易に適正利用の可否が検討でき

る形を目指して引き続き検討を進めることとしている。 

 

  



表-3 利用先に応じた対策工法選定のためのチェックリスト（案） 

 

該当

✔

1 水利用形態による

2 水利用形態による

3 地下水下流に水利用がある場合再考

4 地下水利用が無いことが前提

5 管理者の有無が対策に影響

1 複合物質の汚染の場合再考

2

3 汚染状態の検証が必要

4 汚染状態の検証が必要

5 改正土対法と同等の利用条件

6 改正土対法と同等の利用条件

7

8

1 土対法に準拠

2 土対法に準拠

3 廃掃法に準拠

4 農用地汚染防止法に準拠

5 土砂に関する自然災害の影響を考慮

6

1

2

3

4

1

2

3

4

5

6

7 実現可能性の検討

1 考慮範囲は要検討

2 考慮範囲は要検討

3 考慮範囲は要検討

4 考慮範囲は要検討

5 考慮範囲は要検討

6 実現可能性の検討

1

1

2

1

2

3

4

5

6

7

1 影響によって要協議

2 影響によって要協議

3 影響によって要協議

4 影響によって要協議

5 影響によって要協議

6 影響によって要協議

7 影響によって要協議

8
※土壌汚染対策法に基づく調査及び措置に関するガイドライン（改訂第２版）Appendix-1 特定有害物質を含む地下水が到達し得る「一
定の範囲」の考え方に基づき、第二種特定有害物質のうち到達距離の長い六価クロムの一般値を考慮して設定

【

参
考

】
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー

周辺住民の活動に影響のある土地であるか。

自治会の活動に影響がある土地であるか。

利用先付近において農業協同組合等の活動に影響がある土地であるか。

利用先付近において漁業協同組合等の活動に影響がある土地であるか。

溶出先の河川下流側の農業協同組合等の活動に影響があるか。

溶出先の河川下流側の漁業協同組合等の活動に影響があるか。

運搬ルート周辺に特別配慮が必要な住民または団体等は存在するか。

近隣説明会を必要とする工事であるか。

対
策
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

工事完了後に雨水等による浸出水のおそれはあるか。

工事完了後に雨水等は地下浸透するおそれはあるか。

雨水等の浸出水の排水にあたって揚水処理する必要はあるか。

放流先の放流基準は。

敷地内に調整池等の一時貯留設備を確保することは可能か。

排水先の流量はどの程度か。

施工に先立ち、再溶出試験等の必要性はあるか。

（ケーススタディWGの活動を踏まえ拡充する）

排水先の河川下流側に工業用水利用があるか。

排水先の河川下流側が将来的に水道水源として利用される可能性があるか。

（適宜拡充する）

【河川環境・水生生物等】

周辺に生育・生息する生物への影響が生じるおそれがあるか。

【河川水利用】

排水先の河川下流側に水源利用があるか。

排水先の河川下流側に生活用水利用があるか。

排水先の河川下流側に農業用水利用があるか。

排水先の河川下流側または湖沼、閉鎖性水域、沿岸域に水産用水利用があるか。

利用先は酸性化やpH等の環境条件が変化し易い土地であるか。

保
全
対
象

【地下水利用】

地下水流向約500m※までの範囲に飲用井戸または水道水源等の利用のある土地であるか。

地下水流向約500mまでの範囲に深層井戸（飲用以外）の利用のある土地であるか。

地下水流向約500mまでの範囲に生活用の地下水利用がある土地であるか。

地下水流向約500mまでの範囲に農業用の地下水利用がある土地であるか。

地下水流向約500mまでの範囲に水産用の地下水利用がある土地であるか。

地下水流向約500mまでの範囲に工業用の地下水利用がある土地であるか。

地下水流向約500mまでの範囲にて将来的に飲用井戸が利用される可能性があるか。

【その他】

環境影響評価を必要とする工事規模であるか。

施工中に粉じん対策が必要となる土地であるか。

土砂災害警戒区域等に指定されている土地であるか。

【地形・地質・被災履歴など】

過去の地震や豪雨等による災害時に土砂崩れによる土砂流出が起こった土地であるか。

地下水の主たる帯水層となり得るような地層が存在するか。

地下水流向等の特性が把握できるデータがあるか。または可能か。

鉱山法で規制されている土地であるか。

発生源と同一港湾内の土地であるか。

土壌汚染対策法の要措置区域であるか。

土壌汚染対策法の形質変更時要届出区域（自然由来特例区域を含む）であるか。

廃棄物処理法の指定区域に該当する土地であるか。

土地（農地含む）の開発行為に関わる法律等に指定されている土地であるか。

土壌・地下水汚染が確認されていない土地である。

履歴不明である。

要対策土と同一汚染物質の地下水汚染が確認された土地であるか。

人為由来の土壌汚染が確認された土地であるか。

自然由来（第二種特定有害物質（シアンを除く））の土壌汚染が確認された土地であるか。

自然由来汚染土壌を盛土あるいは埋戻した土地であるか。

発生源と汚染状態（同一物質）が地質的に同質の土地であるか。

分類 No. 検討項目 留意点

【法規制 等】

【土地利用用途】

利
用
先
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

村落・住宅であるか。

農地であるか。

工業専用地域であるか。

公有水面埋立て場所または海面埋立地の土地であるか。

山野・原野であるか。

【土壌の汚染に関わる土地履歴】



6. おわりに 

平成 29 年度以前の活動成果を踏まえ、自然由来重金属等含有土壌・岩石を適正利用するに際しての支援ツ

ールについて検討した。今後は、平成 31 年 4 月 1 日に全面施行された改正土対法の内容も踏まえ、適正利用

のケーススタディを実施することでその課題を整理し、最終的な適正利用方法の取りまとめに向けて活動を進

めていきたい。 
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